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の滲出マクロファージ(exudate macrophages、炎症性マクロファージ  inflammatory 
macrophages)とは区別される 255, 492～496)。 
 










PO 活性局在パターンの他に、PO 活性を示さないマクロファージが存在し、PO 陰性マク
ロファージと呼ばれる。PO 陰性マクロファージには、PO 活性のまだ発現していない未熟


























ロファージの PO 活性局在パターンを示す。 








ファージ(marginal metallophilic macrophages)と ③その外側を囲繞する辺縁帯マクロフ
ァージ(marginal zone macrophages)、ならびに ④白脾髄のリンパ濾胞内に出現する可染












性で、MARCO(macrophage receptor with collagenous structure)と呼ばれる特殊なスカベ
ンジャー受容体を保有し、種々の微生物病原体に結合し、生体防御上重要な役割を演じる。
この種のマクロファージは ER-TR91236)によって認識され、マウスの MARCO は ED31(抗
MARCO)によって同定される 1237, 1238)。辺縁洞の内側には鍍銀染色で好染する辺縁メタル
好性マクロファージが局在し、非特異的エステラーゼに強陽性を示し、シアロアドヘジン
(sialoadhesin: sheep erythrocyte receptor, CD169)を発現し、菌体成分の中性多糖類に対す































小谷ら(1979, 1982, 1985)の行った種々のマーカーを用いての追跡実験によれば、血行性な 
いしリンパ行性に移入されたマクロファージがリンパ濾胞の周辺から濾胞内、さらに胚中
心内に移住し、アポトーシスに堕ちた胚中心細胞を貪食し、可染体マクロファージへと変















































































ァージとして発生し、マウスでは生後 10 日頃までに PU.1 が発現し、肺胞マクロファージ
に分化、成熟するが、この分化過程には単球の関与は見られない。肺胞マクロファージは
在住型マクロファージで、増殖能を有し、自己再生によって維持されることはすでに述べ








































j) 関節のマクロファージ (滑膜 A 細胞) 







形態を異にし、滑膜 A 細胞は抗マクロファージ・モノクロナール抗体と反応し、滑膜 B 細
胞とは免疫表現型を異にし、前者が旺盛な貪食能を発揮するに対して、後者は顕著な分泌
能示し、機能的にも相違する。関節腔は運動による機械的刺激が加わり、刺激状態にあり、
滑膜 A 細胞はラット胎仔関節において組織マクロファージに特異的な ED2(CD163)の発現
に加えて、単球/マクロファージに発現する TRPM-3(CD169)をも表出し、活性化マクロフ
ァージの性格を具備している 564)。「マクロファージの個体発生」の項(p. 207)でも詳説した














細胞であるマクロファージ/顆粒球コロニー形成細胞 (macrophage/granulocyte colony- 
forming cells: GM-CFC)から分化し、破骨前駆細胞 (osteoclast precursors)と呼ばれる。「マ
クロファージの発生と分化に関する実験的解析」の「破骨細胞の発生、分化と成熟」の項(p. 
345)で詳説する如く、破骨前駆細胞は TRAP 陰性であるが、単一な細胞群ではなく、
GM-CSF/IL-3 の作用で前破骨細胞に分化し、TRAP は陽性化する。さらに、M-CSF や破
骨細胞分化因子(osteoclast differentiation factor: ODF、別名 TNF-related activation-in- 






























びに「樹状細胞の発生、分化と成熟」の項(p. 252, p. 372)参照)。 
 






常状態では、(1) 脳実質に出現する静止型ミクログリア(resting microglia)、(2) 胎生初期か
ら脳内に出現するアメーバ状ミクログリア(ameboid microglia)の他に、外傷や炎症などの
刺激状態では (3) 脳内に出現する反応性ミクログリア(reactive microglia)、 さらに活性化 
 
 

















有し、自家蛍光を発し、間藤ら(1985)はこの細胞を FGP 細胞 (fluorescent granular 
perithelial cells)と命名したが、命名者の名前をとって間藤細胞 (Mato’s cells)とも呼ばれる
186, 1218)。この細胞は西洋ワサビ PO (horse-radish peroxidase)注入実験で、外来性の PO を
活発に取り込み、旺盛な貪食能を発揮し、スカベンジャー受容体を保有し、髄液中に起る
異物や老廃物などの貪食、処理を営む在住マクロファージである 186)。この細胞はラット脳






て 2 種類に区別されことはすでに述べたが、顆粒型周皮細胞は間藤 (1985)によって発見さ
れた FGP 細胞で、血管周囲のマクロファージである。従って、中枢神経系の周皮細胞も他
の臓器、組織に発生する非顆粒状のもので、この細胞は貪食能を示さず、超微形態学的に







a) 滲出マクロファージ (単球由来のマクロファージ、炎症性マクロファージ) 
  このマクロファージは刺激によって組織内に発生し、炎症巣に出現する細胞であること
は 20 世紀の前半から知られていたが、「MPS の実験的根拠、問題点と批判」の「ペルオキ
シダーゼ反応」の項(p. 94)で述べた如く、Daems & Brederro (1972) 255) によって PO 酵素
電顕的知見をもとに正確に定義され、単球同様に原形質内の顆粒のみに PO 活性が局在し、







と粗面小胞体が PO 活性を示し、無刺激定常状態に常在し、Daems ら、小島らは組織マク
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クロファージ”は KiM2R と ED2 とも陰性を示し、TRPM-3 陽性で、免疫表現型は滲出マ
クロファージと同様であった。この知見から、筆者はいわゆるﾞ滲出・在住マクロファージ
"は滲出マクロファージの一亜型であって、組織マクロファージとは別種の細胞と結論した









ファージであることは Sabin ら(1925)107)、天野(1948)165)によって主張され、van Furth ら













はゴルジ領域に軽度の嵌凹を示す。核原形質比は単球では 1 以下、前単球ではほぼ 1 で、

































 表 15 マクロファージ前駆細胞に発現する抗原を認識するモノクロナール抗体 
 造血幹細胞 (多能性)： 
   CD34、c-kit (CD117:―～+)、Class I. WGA＊、Sca-1*、IL-3R(―～+)、IL-6R(―～+)、
   CD121、CD126、CD133、IL-9R、IL-11R 
 造血幹細胞 (committed)** : 
  CD33、CD34、Class I、CDw116、CD117、CDw121、CD126、CD133、CXCR4(CD184)、
 IL-3R、IL-6R、IL-9R、IL-11R、Epo*-R 
   CFU-GM : 
   Class I、CD13、CD15、CD33、CD45(LCA)、CD64、CD114(G-CSFR)、D115 (M-CSFR:
   c-fms)、CDw116、CD121、CDw124、CD126、IL-3R、IL-5R 
  
   CFU-M :  
   Class I、CD13、CD15、CD33、CD45(LCA)、CD64、CDw116、CD115(M-CSFR: c-fms)、
   CDw114、CD116(GM-CSFR)、CDw124、CD126、IL-3R、 
 *  WGA: weat-germ agglutinin、Sca-1: stem cell antigen-1、IL: interleukin、R: receptor、 
  Epo: erythropoietin、LCA: leukocyte common antigen 
**  CFU: colony-forming unit, CFU-GEMM: CFU-granulocyte, erythroid, macrophage and 
  megakaryocte 
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造血幹細胞には CD34、c-kit、Sca-1 などが有用で、Leenen ら(1990)1245)によって作製され
たER-MP12 (ヒト抗CD31: PECAM-1)は造血幹細胞から単球系細胞以前の分化段階の骨髄
前駆細胞を認識し、単球系細胞や単球由来のマクロファージとは反応せず、骨髄前駆細胞
の同定に用いられる 1246～1247)。ER-MP20 (Ly-6C: ヒト抗 CD59)は単球ないしその前駆細胞
の単球系細胞を認識し、成熟マクロファージとは反応しないので、単球の検索に用いられ






























































すでに「細網細胞の多様性」(p. 63)、「樹状細胞の亜群」(p. 65)、「樹状細胞の MPS 帰属
について」の項(p. 103)で述べた如く、樹状細胞は B と T 関連樹状細胞とに大別される。 
 
a) T 細胞関連樹状細胞 





ゲルハンス細胞顆粒とも呼ばれる 329)。このように、超微形態上 Birbeck 顆粒を保有する樹




形質内には顆粒、小胞、細管などからなる細管小胞性複合構造体 (tubulovesicular complex 
structure)が発達した細胞は指状嵌入細胞、指状連結細胞、あるいは合指細胞 



















図 58 マウスの表皮内ランゲルハンス細胞とリンパ節傍皮質内の指状嵌入細胞の 









dendritic cells)と呼ばれる。肝臓では類洞内で Kupffer 細胞に接着し、樹状細胞に分化し、
類洞内皮を通過して Disse 腔内に移行する。Disse 腔内に移住した樹状細胞は肝門脈域でリ
ンパ管内に入り、輸入リンパ管を介して肝門リンパ節に運ばれる。このルートは松野 (1996, 
2000)によって明らかにされ、樹状細胞の血液・リンパ転位 (blood-lymph translocation)
と呼ばれる 1249, 1250) (「肝内血液・リンパ転位」の項(p. 375 )参照)。 
 
b) B 細胞関連樹状細胞 (濾胞性樹状細胞) 




















生体には一種の刺激状態が惹起され、同様に van Furth ら MPS 学説の提唱の根拠ともなっ
た実験的根拠もまた「MPS 学説の実験的根拠と問題点ならびに批判」の項(p. 87)でも指摘
したように、その多くは催炎実験あるいは刺激実験であり、これらの実験はいずれも無刺
激定常状態の組織マクロファージの検討には不適当である。すでに「MPS 学説の実験的根
